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Ⅰ.序論 

特別支援学校高等部学習指導要領（文部科学省，2018）では，「自立活動での支援において「心理

的な安定」について規定されている。   

役割交換書簡法・ロールレタリング(以下 RRLWと表記)は，学校現場で広く活用されているが，過

去 10 年に発表された論文では，特別支援学校での生徒の支援に RRLW を活用した先行事例がない。

更に，特別支援教育に携わる教師に行われた調査研究も確認できていない。 

Ⅱ.本論  

(1)研究 1 RRLWの視点による自己対話を促す新たな「ひとりごとシート」の実践 

研究 1では，「ひとりごとシート」と命名したシートに高等部 2年生の生徒 Aが取り組み，プライ

ベートな空間として機能させることで，自己との対話を通じて学校生活に適応し始めた。成果とし

ては， RRLWの導入に際し，例え白紙であっても，そこにはまだ表現されていない「見えない言葉」

がかかれていることを忘れてはならないことを明確にした。 

(2)研究 2 新たな支援方針に基づく「担任による関わらない関わり方」の実践 

研究 2 では，研究 1 の生徒 A の RRLW による支援と並行して，「非指示的，非指導的な関わりに終

始する」等の新たな 6 つの支援方針に基づいて，支援初期に求められる支援者の態度を明らかにし

た。成果としては,一貫して指示的，指導的な刺激を排除し，生徒の変化に寄り添うことで肯定的な

変化につながることを例示したことである。 

(3)研究 3 RRLWによる教師の変化と RRLWの特別支援学校での有用性の例証 

筆者は X 年に RRLW体験研修会に参加し，役割交換をして返信を書くことが難しいことを知った。その

後，書記に抵抗があり，日記を書けない精神保健福祉手帳を所持している生徒 Bを支援した。 

研究 3 では，教師が RRLW の体験を振り返ることで，「書けないという気持ちに寄り添う態度を保

持し続けること」ができるように変化し，これが支援者の態度として重要であることが明らかとな

った。 

Ⅲ.終論 

本論では，「ひとりごとシート」と「担任による関わらない関わり方」の併用による新たな支援手

法を明示した。更に特別支援学校での RRLWの活用は，教師と生徒の関係性の構築に有益な一法であ

り，精神科に通う生徒への支援において困難な立場で支援にあたる教師にとって貴重な技法になり

得ることを提起した。 








